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教員の使命 職責 心構え 
 － 教職生活をふりかえって － 




 平成 25年 11月 16日「明治大学教育会」の第 1分科会で発表する機会をいただいた。関
係者の皆様方にいろいろお世話になったことを深く感謝したい。 
 私は，昭和 47年 3月に本校を卒業し，当年の 4月より埼玉県鴻巣市立馬室中学校（昭和
40年 3月で市内の中学校と統合により廃校）社会科教師としてスタートを切った。 





























 年度     
    






１３年度 小学校 ２３０  ７．５ 
中学校 ５２  ２７．９ 
高等学校 １０４  １９．８ 
養護教員  ２０   ８．５ 
２２年度 小学校 ７１７  ３．０  
中学校 ３４３  ６．６ 
高等学校 ２７６  ７．３ 
養護教員  ４８  ６．９ 
２６年度 小学校 ７８０  ３．６ 
中学校 ５２１  ５．６ 
高等学校 ４９７  ５．７ 
養護教員 ２６ １１．５ 
栄養教員   ６ １０．３ 


















































































  ア 生徒たちへの指導（生徒指導的なこと） 
   ・ ノートのとり方と予習のさせ方とその点検 






























  教師を何年か行っていると，授業のマンネリ化を感じる場合がある。教材研究用 
 のノートもいろいろ工夫をして，一番良かったのは，スケッチブックの大きめのも 
 のにした。これだと B４のプリントも貼り付けられたからである。当時は，TPシー 











    1 授業のねらいが的確に捉えられているか。 
    2 教材が精選されているか。 
    3 指導の立場が明確で，学ばせたり，考えさせたりする時間と説明したり，教     
えたりする時間との区別がついていること。 
    4 指導案とのずれに対処できること。 
    5 学習の流れに変化をもっていること。 
    6 子供の経験に即し，子供の意見がより合わされていること。 
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    7 個別指導について配慮されていること。 
    8 学習内容の定着について工夫されていること。 
    9 学習が連続，発展するような指導であること。 
   10 評価の手立てが用意されていること。    
   11 学習中において望ましい雰囲気が高められていること。 


































   1 朝の会で出欠の確認ができているか。（出席簿の用意） 
   2 連絡忘れ等のミスはないか。 
   3 いつも怒っているような注意が多い話になっていないか。 
    （時には，ユーモアや笑顔があり，生徒に穏やかに接しているか。）  
   4 生徒に 1日どのくらい語りかけているか。 
   5 いろいろな書類が整理されているか。 
   6 問題等配慮すべき生徒をよく把握しているか。 
   7 週番（日直）班長，学級委員にどれだけきちんと指導しているか。 
   8 清掃を生徒がよく行っているか。教室の美化はどうか。 
   9 担任としてできるだけ教室に行っているか。 
10 帰りの会の時に行う，生徒のスピーチ（順番で 1分間の話）がきちんとできて 





























































































































危機管理は，平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北の大震災を踏まえ，自然災害への対
応やかつて大阪で起こった池田小学校の外部者への対応，いじめ等の生徒指導は，今後
も人命を守る上でも日々の点検，訓練等が必要である。また，文明が進む中，パソコン，
携帯電話等，通信関係の危機管理も必要になってくる。日常はもとより，教職員一体と
なって行う定期的な安全点日の点検結果をどう生かしていくかも大切なことである。 
 
６ おわりに 
 学校は，組織体である。個人プレーでは，学校の教育目標等達成できない。組織の一
員として教職員の報告，連絡，相談，協力が不可欠である。 
 教師となって，定年まで目指していくとなると，長い歳月がかかる。この教職生活の
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歳月をやる気をもって過ごしていくには，まずは，子供たちからのエネルギーをもらう
ことである。子供たちを念頭に置きながら，授業や学級経営，学年経営，学校経営を悪
戦苦闘したり，喜び，楽しみを体験したりしながら過ごしていくと，定年までの長い歳
月もあっというまに過ぎ去ってしまうものである。ただし，長い教職生活の中には，苦
難な時もある。この苦難な時をどのように乗り越えていくかも大切なことである。その
ためにも組織の一員として教職員の交流を高めるとともに，研究，修養の充実を目指し
ていく必要がある。 
 苦難な時を乗り越えるしたたかな精神力は，児童生徒，教職員等の人々との関わりの
中でやり甲斐，生き甲斐を見出すことではないかと考えている。私の経験から，やり甲
斐，生き甲斐は，教職の仕事の中で，自分なりに好きなものを見つけ，伸ばしていくこ
とが大切だと思っている。 
 
 
